
(li 

清水街と沙鹿庄との中間、敏道線路

寄り堤防上の亀裂

(3) 

紳岡庄新庄子、断層上の人家の全潰

沙鹿庄鹿寮、堤防上の亀裂

(4) 

紳岡庄新庄子、墓地内を走る断層



(5) (6) 

(7、

(5)、(6)、(7)、利I岡庄新庄子に於ける断居、 (5)は亀裂線上に常る木が根株の所

で裂けて北側は 5糎儀東向きに移動したのを示す



(8) 

内捕庄蓄量士三角、水問中に於ける断層、北側は南側に封し東方に 120糎儀移動、所

に依り 40糎儀沈下す

(9) 

内堵庄奮祉と屯子脚の中間、断層線の北側IJは東北東向きに 60糎儀移動し幾分沈下す



(10) (11) 

(12) 

(10)、(11)、(12)内捕庄奮枇三角に於ける断層、(11)の軌道は元は員i在であったが、

騎居に依り水平及上下の日食違を生じたのを取敢へず修理した もの、 (12)/.)(聞の畦道の

日食違ひ、(13)内捕庄屯子脚 601番地、道路上に現れた断層と畦の日食違ひ



(14) (5) 

(16) 

(14)、(15)、(16)、内浦庄屯子脚公皐校庭に現れた断層、。めでは花壇の縁で喰

蓮ひが認められる、北側は北東方に 13糎儀移動し且つ 6糎儀沈下してゐる



(17 ) 

内捕庄屯子脚公事校北東方の畑中に於けるうねの日食違ひ、北側は約 60糎北東方に移動す

(8) (9) 

(18)、(19)内f甫庄后里膿附近畑中に現れた断居、北側は東北東向きに移動す



(20) 

(21) 

(20)、(21)大安騨と東勢街石壁坑との中問、大皐演習林中に於ける陪段



(22) (23) 

(22)、(23)大安騨と東勢街石壁坑との中問、大皐演習林中に於げる陥設

(24) 

(25) 

(2旬、 (25)東勢街石壁坑附近、大安渓南岸の崖崩れ
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(30) (31) 

(32) (3δ〉

(30)、(31)、(32)、(33)獅揮庄東方山中に現れた断居、 (30)亀裂線上の人家、 (31)

*田が割れ而も西上り東下り的に傾いてゐる、 (32)東側が比下した震に水田の一部

が深さ 2米以上の池となったもの、 (33)亀裂線上の住宅地の一部1.5米儀隆起す



(34) (35) 

(34)、(35)銅鐸庄銅鐸と老鶏隆と の中聞に於げ る崖崩と道路の亀裂

(36) (37) 

(36)、(37)銅鋸庄老鶏陸、ピ36)公皐校庭に現れた亀裂、向 う側の木造校舎は甚

しく傾斜して危険の震後に壊したもの、 (37)水田中の亀裂

事



(38) 

(39) 

清水街、 (38)煉瓦造家屋の破損、(39)中央家屋の煉瓦壁に亀裂あり、右側土角家

展は全潰、左側家屋の屋根は抜け落ちてゐる



(40) (41、

ー

(42) 

清水街、 (40)土角家昼の壁及屋根下の構造を示す、 (41)煉瓦柱は全〈破損しでも木

造壁の故に潰れるのを兎れた家屋、 (42)公皐校、右方は煉瓦遣ではあるが丈夫に出来

てゐて破損な L、左側木造校舎は古木材を用ひたもので一教室大破、他は全潰



(43) 

(44) 145) 

沙鹿庄、 (43)、(44)煉瓦柱の部分は比較的破損少し土角壁が崩れてゐる、梁の

渡し方が如何にも簡単なのに注意、 (45)煉瓦、土角混用家患の破壊



(46) 

(47) (48) 

沙鹿庄役場 (46)外観、(47)一部、(48)二階の内部、煉瓦造、二階の窓の上及

下の線 を境として切断されてゐる



ぐ49)

ぐ50】 (51) 

紳岡庄神岡、 (49)、(50)、の土角家尾は全〈原形を止めない程破損してゐる のに、之等に隣接

した(51)の煉瓦造鹿舎は壁に亀裂が入った位、向うに見える木造家屋には殆んど被害がない



(52) 

制l凋庄捌堵、 廟 の 全 潰

(53) 

紳岡庄公皐校、古い木造校舎.傾き、壁、柱の一部等が破損してゐる



(54) (5.1)) 

(56) 

(54)、(55)、(56)、内捕庄下月眉、土角家屋破壊の妹、壁が崩れ落ちたのが殆ん

ど一つ一つの土角の集積となワてゐる



ぐ57) (58) 

(59) (60) 

内浦庄屯子脚、 (57)、(乃8)、(59)煉瓦混用土角家屋の全潰、(60)前記と僅か数

町しか距ってゐない木造屠殺場には全 〈被害がl.".h'、



(61) 

(62) 

内埼庄屯子j閥、公準校、(61)向う側は木造教員住宅、前方全〈崩損ーしてゐる

のは土角家屋、 (62)断居線上の校合金潰



(64 ) 

私 晶 、花

、 ，輔酬馳w、 働

， 
~ .胸、

(63) 

(65) 

嶋、，

内捕庄屯子Jt町、公皐校、 壁は餓筋コン クリー卜迭と稀せられるが、餓筋は細〈 且

つ極めて少量



(66) 

(67 ) 

内捕庄后里、 (66)十字路r;付近の惨紙、 (67)農業公民皐校、木造校合3破壊



(68) 

(69) (70) 

内埼庄后里、(68)后里騨の北西、断層線上の土角家屋の崩潰、(69)后里騨前、

(70)十字路附近
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(74) 

公館庄公館

(75) 

公館庄鶴子岡、廟の前面、屋根飾りの破損



-1-+・
回

(76) 

栗

(78) 

11'j 

大湖庄、煉瓦門柱が切断して時針

向きに悶轄したも の

(77) 

大湖庄、壁に数多の亀裂が生じてゐる

(79) 

大湖庄、前面の煉瓦壁は残り、背面

の士.偽造の部分は全く崩壊してゐる



(80) 

後龍牒前、煉瓦性の家屋の破損

(82) 

銅鑓庄老鶏隆、土角家屋は全然崩

潰したが、向う側に見える木造家

屋は修理すれば再び使用出来る

(81) 

銅鐸庄銅鍛

(83) 

銅鍛庄老鶏陸、公皐校木造校舎の被損



(84) 

南庄大南捕

(86) 

獅揮庄新底、土角家屋は線て全潰したが木及竹

の柱に竹を心とした土壁の此の家丈には殆ど被

害が無かヲた

(85) 

南庄、土角家屋を再び建築中の所

(87) 

南庄、煉瓦柱及木柱並用で

竹を心とした土壁の家屋、

屋根瓦の茸き方に注意



(88) 

内堵庄后里、橋梁の破損

(90) 

(89) 

大安鐸南方鍛道掠路の屈曲

(91) 

ゅの、 (91)、后里躍と大安騨との中問、第八隠道、 (90)は北口、ゆりは南口、爾者共

甚しく破損してゐる、此の隠遁の中央部が断層線に首った震内部も甚しく破壊された



(92) 

(93) 

(92)、(93)、十六傍牒と大安騨の中問、 トロコ漢の鍛
橋、橋憂の上部切断、東方に移動



(94) 

(95) 

ゅの、 (95)、十六傍l揮と大安騨の中間、橋憂折損、大破せる様を示す



新竹 ・台中雨州烈震記象(1) 

〈牽 中;強震計記象〉
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